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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
聴
方
に
は
、
お
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
村
政
の
推
進
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
対
長
就
任
玖
来
、
今
日
ま
で

村
民
生
活
の
安
定
と
村
の
将
束
の
発
展

を
目
指
し
、
村
議
会
並
び
に
村
民
皆
薇

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〃
の
明
日
を
築
く

た
め
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
御
蔭
を
も
ら
ま
し
て
、
枝
々

な
分
野
で
一
定
の
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
、
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
鬼
る

村
づ
く
り
」
が
着
実
に
歩
ん
で
お
り
ま

す
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
皆
棟
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
せ
界
の
人
々
が
一
喜
一
憂
し

た
反
面
、
国
内
で
は
何
よ
り
大
切
な
「
命
」

が
軽
ん
じ
ら
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
・
事

故
が
続
き
、
命
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
一
年
で
し
た
。
さ
ら
に
、
原
油
価

格
高
騰
に
伴
う
経
済
不
況
や
米
国
で
発

生
し
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
を

発
端
と
す
る
せ
界
同
時
株
安
な
ど
せ
界

恐
慌
を
も
紡
彿
さ
せ
る
状
憩
に
あ
る
経

済
状
況
は
、
今
な
お
国
民
生
活
を
脅
か

し
て
お
り
憂
慮
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま

）

′／

し・た。一
方
、
村
内
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
漁
業
に
お
い
て
、
最
も
期
待
を
寄
せ

て
い
た
主
要
魚
種
で
あ
る
鮭
が
丑
年
に

な
い
不
漁
と
な
り
、
ま
た
国
・
適
の
公

共
事
業
の
減
少
な
ど
、
地
域
経
済
に
と

っ
て
も
極
め
て
厳
し
い
事
鰻
に
至
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
の
行
政
環
境
は

俊
然
と
し
て
厳
し
く
、
本
村
に
お
き
ま

し
て
も
少
子
・
高
給
化
対
策
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
方
分
権
、
あ

る
い
は
行
財
政
改
革
の
推
登
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
嶺
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ら
に
は
、
免
人
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
忍
耐
強
い
精
神
力
と

創
造
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
島
牧

村
に
は
豊
か
な
自
然
y
ふ
且
鏡
の
蕗
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ら
は
、
こ
の
簸
局
を
乗

り
越
え
尊
び
活
力
に
渚
ら
た
島
牧
村
を

東
リ
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
は
信

じ
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

丑
年
、
地
方
財
政
を
凝
り
巻
く
環
境

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
種
事
務
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
行
財
政
の
効
率
化

を
図
り
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
名
札
・
医
療
施
策
の
充
実
に
も
東

リ
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
4
月
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
、
平
成
2
3
年
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
と
イ
ン
タ
ー

〕

ネ
ッ
ト
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
地
域

情
報
通
信
濃
盤
整
備
事
業
を
実
施
中
で

あ
り
ま
す
。

か
ぇ
て
、
現
在
、
第
四
次
長
牧
村
総

合
計
画
の
策
定
に
寂
組
ん
で
い
ま
す
が
、

激
動
の
時
代
に
お
け
る
大
き
な
課
題
を

男
気
と
情
熱
を
括
っ
て
克
服
し
な
が
ら
、

「
人
、
産
業
、
地
域
」
が
元
気
に
な
る
施

策
に
挑
ん
で
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
大
好
き
な
そ
し
て
限
り
な
い

可
能
性
を
銑
め
た
島
牧
村
を
さ
ら
に
住

み
よ
い
　
〝
ふ
る
さ
と
″
　
に
す
る
た
め
に
、

村
民
皆
薇
と
の
情
報
共
有
を
徹
底
し
、

住
民
参
晶
を
推
進
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
暴
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

今
年
も
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

島
牧
村
の
輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
、

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
村
民
の
皆

棟
と
協
働
し
、
村
民
が
主
役
の
村
政
埋

骨
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
″
　
の
明
日
を
築
く

た
め
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
ソ
」
と
も
に
、
村
民
皆

棟
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
前
金
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
林
に
は
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
皆
枝
の
ご
支
援
に
よ
り

議
会
活
動
に
希
勧
し
、
議
会
の
円
滑
な

埋
骨
と
村
政
発
展
の
た
め
倣
カ
な
が
ら

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
重
り
ま
す
と
、
国
民
年

金
保
険
料
納
付
に
係
る
大
量
の
記
録
漏

れ
に
か
え
、
厚
生
年
金
の
改
ざ
ん
、
食

品
会
社
に
お
け
る
偽
装
問
題
、
原
油
な

ど
原
材
料
の
高
騰
に
よ
る
暴
ら
し
へ
の

打
撃
な
ど
、
生
活
不
安
は
一
層
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
に
お
い
て
は
米

国
発
の
金
融
危
機
に
よ
る
せ
界
同
時
不

況
、
株
価
の
暴
落
な
ど
の
影
響
で
、
国

内
は
も
と
よ
り
北
海
適
の
経
済
は
回
復

の
兆
し
も
見
ら
れ
ず
一
層
冷
え
込
み
ま

し
た
。本
村
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
漁
業
で

は
、
サ
ケ
漁
は
l
昨
年
に
引
続
き
不
漁

で
し
た
が
全
体
的
に
は
順
調
な
水
揚
げ

で
し
た
。
農
業
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

台
風
の
影
響
も
な
く
、
稲
の
作
柄
は
例

年
に
比
べ
良
い
年
で
あ
り
、
北
海
道
米

の
食
味
の
良
さ
が
認
識
さ
れ
、
島
牧
米

も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
建
設
業

に
お
い
て
は
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
に

ょ
り
引
き
続
き
厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま

）

し
▲
た
。そ
う
し
た
や
、
三
月
未
で
克
成
予
定

の
地
域
情
報
通
信
農
盤
整
備
事
業
に
よ

り
、
村
内
に
尤
ケ
ー
ブ
ル
が
整
備
さ
れ
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
、
災
害
情

報
の
提
供
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
な
ど
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
都
市

部
と
の
情
報
格
差
が
是
正
さ
れ
、
住
民

生
活
は
も
と
よ
り
各
種
産
業
振
興
に
も

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
方
行
政
を
東
リ
巻
く
環
境
も
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
さ
ら
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
振

興
、
農
業
の
支
援
、
生
活
関
連
施
設
の

整
備
、
福
祉
対
策
の
推
進
、
教
育
環
境

の
整
備
、
観
光
関
漣
施
設
の
整
備
等
の

行
政
需
要
に
庇
え
、
議
決
機
関
と
し
て

の
役
割
、
責
任
の
重
大
さ
を
深
く
認
識

し
、
決
意
を
新
た
に
諸
課
題
に
放
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
た
ち
議
異
は
、
地
域

住
民
の
代
表
と
し
て
活
発
な
議
会
活
動

を
通
じ
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
村
づ
く

り
を
目
指
し
、
皆
薇
の
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。年
頭
に
あ
た
り
、
皆
薇
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
∴
∵
た
し
ま
す
。



農業振興一筋

蟻波　義弘さん

蟻波義弘さんが11月13日、東京の農林水産省講

堂で開催された勲章及び褒章伝達式に出席し、内

閣総理大臣から表彰され栄えある旭日単光章を受

章しました。

蟻波さんは農業関係一筋に永年にわたり精通し、

農業振興に努めた功績が顕著であると評価された

ものです。

昭和7年、自ら農業に従事し農業委員として昭

和35年から12年間、農業委員会長を昭和47年から

25年間、農業協同組合長を昭和43年から9年間、

同理事を昭和52年から15年間、後志農業共済組合

理事として昭和47年から15年間勤め上げ重責を

担いながら農業の振興に力を注いで努力してきま

した。

道
税
の
納
税
成
績
向
上
や
納
税
思
想
の
普
及
啓
発
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
と
し
て
、
元
町
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
が
後
志
支
庁

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

元
町
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
は
昭
和
3
7
年
に
設
立
し
活
動
を
開
始
。
全
組
合

員
が
税
の
重
要
性
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
積
極
的
な

納
税
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
税
務
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
多
大
で
あ
る
と
1
1
月
6

日
、
役
場
で
地
域
振
興
部
長
か
ら
組
合
長
の
高
島
薫
さ
ん
へ
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。



烏梱吻骨身表彰式

元町第1納税貯蓄組合

昭和62年12月から20年以上にわたり、納期内

完納組合として納税の推進に貢献されました。

納税思想の普及向上に努めるなど功績は誠に

大きく、他の模範となっています。

社

会

功

労

賞

村内で功績のあった人や団体を対象にした、

平成20年度島牧村功労者表彰式が文化の目の

11月3日に役場で行われました。

受賞者は、社会功労賞に1個人と1団体が受

賞され、村から表彰状と記念品を贈り永年にわ

たる功績を讃えました。

天満　良夫さん

昭和49年11月消防団入団以来、平成19年12

月まで33年有余にわたり、消防団員として、防

災業務に精励し民生の安定に貢献されました。

仁．∵凄藍』⊥

●　●　■　●　■■　●　■■　■■　■■　■■　●　■■　●　●　■■　●　●　■■　●　■■　●　●　●　■■　●　●　■■　毒

己斐幹生医師を紹介します
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専門分野：小児科および内科

岡山県川崎医科大学卒業

川崎医科大学付属川崎病院

広島県檎田病院

広島県ナカムラ病院

山口県みどり病院

旭川市春光台クリニック

昭和56年3月

昭和56年4月

昭和61年6月

平成10年10月

平成15年1月

平成20年7月

出身地：広島県呉市

家　族：妻と子供4人

馨

し

「、

舎

／笥

U

F

を

旛

撞

獲

謹

啓

l

置

彊

●●　蘭　呼　が　●　●　■●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●贈、‥三、二　∴・二．一、二l、＿　●　●　＿l



IO／80　小学鮫へ感謝状　　　【元町】 商魂
柑／20大きくなって、戻っておいで！【手走】

10月20日干走婿化場で小学生1年～4年の

49人が約10cmに育ったサクラマスの稚魚を千

走川へ放流しました。

来年の雪解け後に川を下り、再来年の春には

漁獲サイズに成長。6～7月にかけて産卵のた

めに同川に戻ってきます。

圭コ詣二義㌫∴∵∵㌻二二

寿都人権擁護委員協議会と法務局寿都支局で

は、子供たちに花を植え管理してもらい「命の

大切さや思いやりの心」を育み、より情操豊か
になることを願って「人権の花運動」に力を注
いできました。

島牧小学校では、6月にマリーゴールドなど
90株の花を植え、水を与えて大切に育ててきま

した。同協議会などでは、「子供たちが思いやり

の心を育んだ」と10月30日、島牧小学校で感謝

状を進呈しました。

IりI　講演会lZ50人余　　　【凛日】

北斗市出身の落語家三遊亭洋楽さんを講師に
招き、「落語に学ぶ愛情」と題してむらづくり、
人づくり講演会が11月1日、ふれあい交流セン

ター「おあしす」で開催されました。

若い時は、金があれば何でもできると思って
いたが、中年になるにつけ健康が大事。現在で

は愛情が一番と考えるようになった事を落語を
通して人生経験を語りました。

、ヽ

‾＼

∈揚

IO／25　力作を展示　文†ヒ祭　【永畳】

40回目となる文化祭が10月25～26日の両日、

生活改善センターで開催されました。小中学生

や一般者の作品、和服の着付け展示の外、お茶

会、せんべい焼き、子供用品の販売、パソコン

教室なども行われていました。



㍉ノ
シリーズ　宿

宮内温泉衆館

宮内温泉は、トマリ川温泉などと呼ばれていま

した。この呼び名は、今から約150年前の1854年

（安政元年）に温泉が発見された頃のことです。当

時は鉱山や造材が盛んに行われ、関係者などで随

分賑わったそうです。

私たちが若かった昭和46年の事です。象の「花

子」が温泉療法にやって来ました。5年間ほど滞

在しましたが、花子のおかげで宮内温泉の名が広

がりました。花子とのふれあいを求めて大勢の人
々が訪れたものです。

その頃は、行き止まりだった島牧も、茂津多ト

ンネルの開通時（昭和51年）を境に景気が上向き、

モータリゼーションの波に乗って、温泉利用者は　謂

再び増加傾向に転じたものでした。

現在といえば、長引く不況の真っ只中。年々宿

泊者も入浴者も減少している状態です。

自然豊かな歴史ある温泉、山間にある素朴な温

泉旅館を夫婦二人で守り続けていこうと思ってい

ます。

日　時1月11日　午後1時

場　所　ふれあい交流センター「おあしす」

対象者は、昭和63年4月2日から平成元年4月1日

までに生まれた方です。

彩　山下　貴史

渡辺　亜美

古名　真一

越後谷明美

連絡先　0136－75－6320

部屋数　6室

開　業　昭和20年頃

堂坂　良夫さん
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寛
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藤
川
島
田
崎
尾
田
岸
田
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野
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川
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村
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長
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佐 契敦

介啓元木秀
介雄

藤
塚
佐
手

堂
坂
　
良
夫
さ
ん
　
（
栄
浜
）
　
が

1
0
月
2
8
日
、
米
寿
（
8
8
歳
）
を
迎

え
ら
れ
、
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ます。こ
れ
か
ら
も
趣
味
や
楽
し
み
を

生
か
し
な
が
ら
健
康
に
留
意
さ

れ
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

国

臼

　

田



除排雪作業にご協力を
本格的な降雪時期がやってきました。除排雪作業をスムーズに行うために、

みなさんのご協力をお願いします。

除排雪作業で一番厄介なのが路上駐車で

す。狭い道路などでは交通事故の原因にも

なり、非常に危険です。また、作業が遅れ

て結果的にみなさんに迷惑がかかります。

低い塀や樹木などは雪に埋もれ見えませ

ん。赤布など目立つ印をつけるようにしま

しょう。また、障害物などを路上に出さな

いようにしてください。

除雪後に残る玄関先の雪は、再び車道に

出さないでください。交通障害となります
ので、各自で処理してください。

除排雪作業は十分注意して行っています

が、除雪車に出会ったときは、安全な距離

を保ち、絶対に近寄らないでください。特
に、子どもを近づけないようにしましょう

慶弔や特別行事で除雪が必要なときは、

施設課土木係へご相談ください。

歩行型除雪機による事故を防ごう

毎年、冬のシーズンになると除雪機による事故が多発して

います。除雪機を使う際には、次の点に注意して操作しまし

よう。

○　雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止し、回

転部（オーガ・プロワ）が完全に停止してから雪かき棒を

使って行いましょう。

○　発進時は転倒したり、挟まれないよう、足もとや後方の

障害物に十分注意しましょう。

○　除雪作業中は、雪を飛ばす方向に人や車、建物がないこ

とを確認しましょう。また、除雪機の回りには絶対に人を

近づけないようにしましょう。

水道凍結にご注意！！

気温がマイナス4℃以下になると、水道管が凍って水が出

なくなったり、破裂したりする凍結事故が増加します。

気象状況に注意し、外出の際や寝る前には水道の水抜きを

忘れずに行いましょう。

水抜きの方法

1．蛇口を開いて水を出し、元栓を閉めます。

2．蛇口は朝まで開いたままの状態にしておいてください。

万一、水道管が凍って水が出ないときは、蛇口から床面

まで雑巾かタオルを巻き熱湯をかけましょう。15分くらい

放置しておくと水が出ます。
いくら熱湯をかけても水が出ない場合は、蛇口を無理に

回したりせず、施設課水道係まで連絡してください。

盤
患
易



一人で悩まず

DV防止法の活用を！
DV防止法とは「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」の略称です。夫や同

居人、又は元夫などからの暴力に悩む被害者を守るためにできたもので、「保護命令」という仕組

みで加害者から被害者を守るという特徴があります。

「保護命令」には加害者が被害者に近づけないようにする「接近禁止」や自宅から退去しても

らう「退去命令」があります。いずれも裁判所の命令によってなされるもので、加害者は、この

命令に違反すると一年以下の懲役か100万円以下の罰金が科せられます。

また、法律が改正され、暴力には心理的暴力も加わり暴言や嫌がらせなどで精神的苦痛を与え

られたという場合も対象となりました。

いずれにしても、暴力は人道的なことではありません。夫などからの「暴力」に悩んでいる方

は次の相談箇所にご連絡ください。

島牧村地域包括支援センター　℡75－6001

配偶者暴力相談センター　　　℡011－728－1234

女性相談援助センター　　　　℡011－666－9955

みんなの
燕
…
脚
甜
軋
搬
韮
服
郡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
の
購
入

は
、
商
品
を
実
際
に
手
に
取
っ
て
確
か
め

る
事
が
で
き
な
い
た
め
、
「
届
い
た
商
品
が

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」
　
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が

し
ば
し
ば
起
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
販
売
す
る

業
者
は
、
商
品
を
返
品
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
を

無
条
件
に
撤
回
、
解
約
す
る
権
利
）
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
返
品
で
き
る
か

ど
う
か
を
事
前
に
、
よ
く
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

返
品
で
き
な
い
と
表
示
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も
、
業
者
が
商
品
の
重
要
な
情
報
を

説
明
せ
ず
に
販
売
し
た
よ
う
な
場
合
は
、

契
約
を
取
り
消
し
、
返
品
及
び
代
金
の
返

還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

見
本
と
実
際
の
商
品
が
著
し
く
異
な
る
と

い
う
場
合
に
は
、
詐
欺
に
あ
た
る
場
合
も

あ
り
、
や
は
り
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
実
際
に
商

店
で
購
入
す
る
場
合
と
上
手
に
使
い
分
け

る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

倶
知
安
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
岡
室
　
恭
輔

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
購
入
し
た
の
で
す
が
、
実

際
の
商
品
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
本
と
違
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。



ブナ原生林へようこそ
「もっと島牧を知ろう展」の催しが紅葉盛りの

10月12日、道の駅と賀老地区で行われ　札幌や函

館などから約25人の参加者が島牧の自然を満喫し

ました。
「島牧で楽しむ会」の主催に森林管理署や村が

協力し、現地で松本主席森林官がブナ種の収集状

況や島牧に生息している動植物の種類や生態など

を説明しました。

シンボル的な大きなブナの見学では、直径110

cm高さ30mの話に「ワァーすごい」と驚きの声が

上がり、見上げる人、触ってみる人、カメラに収

める人など反応は様々。この目は天候に恵まれ、

魅力的な自然にふれていました。

大きなブナの木に驚く参加者

登哉君、喬由君　大きな自信
初の国際大会　2勝

10月18日から4日間に渡って、千葉市で開催され

たバドミントン「ANAアジアユースジャパン2008

選手権大会」に石川登哉君と中山喬由君が出場しま
した。

日本など6カ国から約200人が参加し、初めての

国際大会ながらダブルス15歳下の部に出場して2勝
の立派な成績を収めました。

伸び盛りの中1コンビ、この大会の経験を生かし
て今後の活躍を期待しています。

延
れ
、
に
し
ん
街
道
　
願
い
込
め
、
標
柱
除
幕
式

点
在
し
て
い
る
鰊
文
化
を
　
「
に
し
ん
街
道
」
と
し
て
結
び
、
新
た
な
広
域
観
光
ル

ー
ト
に
で
き
な
い
か
、
と
観
光
協
会
が
道
の
駅
に
標
柱
を
設
置
し
、
1
0
月
2
8
日
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
差
町
な
ど
の
呼
び
か
け
に
観
光
協
会
が
応
じ
た
も
の
で
、
高
さ
約
3
m
の
ヒ
バ

材
に
　
「
に
し
ん
街
道
　
島
牧
村
」
　
と
書
い
た
標
柱
を
道
の
駅
に
設
置
し
ま
し
た
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
、
鰊
漁
の
繁
栄
に
よ
っ
て
日
本
海
沿
岸
市
町
村
は
発
展
し
、

今
な
お
地
域
に
特
有
の
鰊
文
化
が
残
さ
れ
、
各
地
で
建
物
や
伝
統
芸
能
な
ど
が
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
全
盛
期
か
ら
約
9
0
年
経
過
し
た
現
在
、
わ
ず
か
な
が
ら
鰊
の
漁

獲
地
域
が
広
が
り
を
見
せ
、
前
浜
を
白
く
濁
し
た
銀
鱗
の
群
れ
を
再
び
と
漁
民
が
待

ち
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
後
志
や
櫓
山
か
ら
関
係
者
3
0
人
余
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
除
幕
式
の

後
、
小
学
生
に
よ
る
　
「
島
牧
太
鼓
」
　
や
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
　
「
江
差
追
分
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
で
は
鰊
料
理
が
提
供
さ
れ
、
午
後
か
ら
は
　
「
に
し
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
　
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
鰊
文
化
継
続
に
向
け
て
期
待
が
込
め
ら
れ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。



弁護士相談
1月　7日㈱・14日㈱

1月21日湘・28日湘

2月　4日㈱・10日次）

2月18日湘・25日㈱

初回の相談は無料・事前予約制
予約受付時間10時～16時

電話／0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

1月10日は110番の日

110番は、事件や事故を警察に

早く知らせる緊急通報手段です。
110番をかける時は、次のこと

を聞きますので、落ち着いて話

してください。

1何がありましたか？

2　いつですか、どこですか？

3　犯人は、今いますか？

4　犯人はどちらの方向へ、ど

うやって逃げましたか？

5　今どうなっていますか？

6　あなたの連絡先は？

※　急がない時の相談・要望な

どは警察相談電話「♯9110」へ

かけてください。

（寿都警察署）

法定調書の提出は2月2日までに

平成20年1月1日から12月31

日までに、給料や報酬などの支払
いをした者は、支払先の住所・氏

名・支払金額などを記載した書類

（法定調書といいます）を税務署
に提出することになっています。

法定調書は適正な課税を行うた

めの重要な資料となりますので、

記載誤りのないようにして、平成

21年2月2日までに提出してく

ださい。

また、給与支払報告書を提出す

るときは、総括表を添えて受給者

の所在地の市町村に提出してくだ

さい。

（住民課税務係）

寄贈に感謝申し上げます

○寿都地方危険物安全協会

会長　中田仁史　様

学習活動支援用具一式（昔なが

らの遊び用具）を島牧小学校へ寄

贈いただきました。

寄付行為に感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。どう

もありがとうございます。

講間享■‾∴l蔓 

■　▲　　　　　　　　　　1－　くi　　－　‾‾ 

険料の収納業務が民間委託されています M、「〈■■／「〈－■＝／「、つ′J‘‘レ∨■J・＞ち」コl八一■V、V　p7　l 

道内の保険料未納者に対し、「電話や文書による納付特例」や 
「個別訪問による収納業務」を一部地域で民間委託し、10月から 

小樽社会保険事務所区域でも実施しています。 

民間事業者の創意工夫やノウハウの活用と、低コストでより 

良いサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入 

され、社会保険庁から委託された事業者が電話や文書、個別訪 

間などで保険料納付のご案内を行っています。 

実施期限は、平成22年9月30日まで 

委託事業者は、㈱オリエントコーポレーション、㈱トライアン 

○　委託事業者が保険料を収納する場合は、必ず納付者が保険 

料の納付書を持っている場合に限られています。 

○　社会保険庁が発行した保険料の納付書を持っていない人か 

ら、現金を預かり領収書を発行することはありません。 

○　委託事業者に提供する個人情報は、未納者情事削こ限定して 

おり、個人情報の保護に関する法律など厳格な安全管理措置 

を講じています。 

保険料は忘れずに納めましょう。 

小樽社会保険事務所　0134－23－4231 

年末年始の休診期間

○　島牧診療所（内科）
12月31日～1月5日まで

休診になります。

（急患の場合は対応します。）

○　島牧歯科診療所

12月29日午後～1月6日まで

休診になります。

健康サポートセンターの開設

岩内保健所では、女性特有の心

身の悩みや思春期の性感染症など、

女性の健康など幅広い相談に対応

するため「女性の健康サポートセ

ンター」を開設しましたので、お

気軽にご利用ください。
（相談日の1週間前までに申し込み
してください）

相談日・時間（13時～15時）
1月28日、2月27日、3月25日

連絡先：0135－62－1537

平成20年度
仙中学餃美術展入賞者

（敬弥略）

小学生の部

村長賞

教育委員会委員長賞

教育委員会教育長賞

校長会会長賞

金　賞

／／

銀　賞

〝

銅　賞

中学生の部

村長賞

教育委員会委員長賞

教育委員会教育長賞

校長会会長賞

金　賞

銀　賞

銅　賞

6年　阿部　力哉

2年　高山　心伍

4年　伊藤　妃菜

1年　西海　諒莱

5年　天満　大稀

3年　山田　静葵

6年　藤田ゆきの

2年　高舘すずな

5年　中田　彩水

1年　永島　隼人

3年　神原穂乃香

2年　瀬戸川慶子

1年　柏谷　　董

3年　石塚　慎也

3年　金子　聡美

3年　村井　真心

3年　東城　利乃

）

）



旨2…喜

1日

邑謂

10月16日～12月15日

選挙管理委員会
文化祭（26日まで）
にしん街道標柱除幕式・講演会

むらづくり・ひとづくり講演会
功労者表彰式
むらづくり懇談会（21日まで各地域）一

4～5日　総務社会常任委員会所管事務調査　≡

謂慧讐至芸聖委員会　　　≡
10日　第6プロ、ソウ行政相談員研修会　　8
11日　産業建設常任委員会所管事務調査　≡

］謂忘詣孟宗壷ピー実行委員会　：
】

旨喜呂
総合開発委員会　　　　　　　　　1

三圭：室こき二；　　　！
10日　議会運営委員会　　　　　　　　　I

c【トロ■　■　－　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿l

（10月16日～12月15日住民係受付分・敬称略）

鞭おしあわせに

20．10．21村上　大玄　　……元　町

長　　春香　　……寿都町

叢たんじょう

20．10．21　及川　武蔵……泊

（及川光輝・幸恵のお子さん）

20．10．28　安保　刀摩……元町

（安保英哉・忍のお子さん）

20．11．16　　目時　　結……泊

（目時翔・みちよのお子さん）

嚢おくやみ

20．10．18

20．11．7

20．11．22

20．11．28

20．11．30

20．12．2

鷲人　口

本庄　繁雄

田宮　由蔵

二階　初雄

本庄ハナ工

田中　藤一

伊藤ツルエ

（60歳）……元町

（86歳）t…‥本臼

（88歳）……元町

（92歳）…・日原歌

（78歳）……永豊

（77歳）……元町

（11月30日現在）

1，949人（前月比△4人）

男：924人（前月比△3人）

女：1，025人（前月比△1人）

搬世帯数

936戸（前月比△4戸）

照　　わが家の

嘉嘉　お姫様

篭るさわ　　しおね

誌澤　汐舌ちゃん
泊／諸澤　要・法子さんの

お子さん

（平成17年3月14日生）

島牧に来て二
度目の冬を迎え

、ました。ちびっ

こ広場やレインボ
ーキッズで沢山のお

友達もできました。

歌ったり踊ったU、体を

動かす事が大好き＝色々な事に
興味を持ち、やさしい気持ち、笑顔を忘れないでほしい
です。

（要・法子）

竃等昌11冨温1569日達成

運 �室　一般・違反講習 

1月13日（必　2月17日（勅 
一般者13：00～14：00 繋桑詔退散誓響遷出払瞥堆石馳　違反者14：15～16：15 

∴‡∴姻i石和＝■■■　優良・初回講習 

転 �享　　1月16日塩）2月20日（金 4　　優　良　者13：00～13：30 

免 許 �∃　初回更新者14：00～16：00 

書　岩内自動車学校　0135－62－1328 

三．二人　　　　　　　　　　…　八雲自動車学校　0137－63－2111 

1月8日休）1月15日休） 
‾‾‾二■　　　　　　　　　　　　　　　2月5日㈹　2月12日㈹ 

2月19日㈱　3月5日㈱ 

組立 �ま �ヰ平成篇芸冨1年1月号警莞崇篭道認諾器荒（器慧完芸宗主ォ警） 」 
自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。
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平成21年　元旦

田藤

永中津　佐大　蒜野藤

島山島　藤西　席崎澤

茂貴　　　　敏　　　泰

夫　　　生克雄浩透

大永平谷　大高伊　小永平小　向花　谷三山

森島塚崎　森島藤　野島塚川　　　田　崎味田

郁ま眞　　　秀慎　紗郁ま祐　俊　　　眞　康
ゆ由　　　　　　　矢　ゆ　　　　　　　由

隆子み里　隆樹一　香子み一　一明　里洋次

小岩己

川城斐

英豪幹

俊男生

伊中　蟻八　八及石　田　地　政田地臼後

杵藤　藤田　波戸　戸川塚　中　田　　　中田

真仁　ヒ幸　幸光雅　勝　純　修勝純
口

豊諭　一史　ヱ雄　雄輝尚　義　二　司義二

大川　　　大天　大繁　笹川天日花内堂

西満　森泉　谷岸満時田藤坂

早春　　実　勝節春　直　良　美裕紀　文伴　　　　勝真紀文　仁伴
千

紀彦　貿代　博男彦要美究幸　幸康彦豊裕則豊　豊男一彦裕　史則

森岸

一健信信判光初真　　　節

春藤　　　春田

将俊　　　将雄

之幸　　之二　　敏　茂　　等次一夫夫則則雄一　賢男

成目木白天竹石桑

同時野田藤田田村杵　溝　　　田時村杵溝田岡野

拓　崇雄俊一　一　　優　　　　　一　優一拓崇

磨翔虞二幸行準行誠　人　　準翔行誠入行磨贋

永中橋池津佐大小中和木　増中富成河藤内佐佐右成高　桑木三日花天啓目

島山野田島藤西倉山田村　田山島田崎田藤藤藤近田島　野村春杵田満藤時田

茂貴　敏　　敏よ兼定　　　　　健　敏　　優酒仁一紀　崇一将　雄優俊　一
し

雄浩孝彦透享夫子二和功　敦清一巌雄等究子司一博彦　康行之誠二人事翔行

仁豊紀　美裕文秀

一治隆　幸康裕典

村　上島時崎子上藤田野下美山澤

儀清　和雄　真仁春初久昭

康一要俊一勝一史一雄行男克

浜坂中　　　小二山坂高
川階田下島

野下山
只昭幸初憲

春初昭　　　義子見雄一

一雄男

島川藤

高平濱内

島川野藤　田田上満田

定知秀春良憲只　紀　英

和一典彦平一義究彦清隆

田前長高木波高大宮鈴吉堂小福村和鈴山大田伊今浜三　堂小中若小坂高宮内

倉井川田木下崎畑藤井野春　坂川山山山下島坂藤　島下　藤野丸田沼島村辺島川坂木澤坂

小翼紀賀睦墓定を　ミ春き　良只昭幕政初憲政　憲初　昭　順幸紀元慎輝慶政正　良

康子夫子子子一子浩ツーぬ　幸義男夫俊雄一博究　一雄　究弘武子雄彦太一彦明博年隆幸
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義幸ノ

正子ブ

和　岩己　堂小中

田　城斐　坂川山山山下島坂藤澤　浦木田藤前階村原庄藤口

木高佐濱小右内吉浜三　中堂　和己伊佐堂佐

村島藤野西近村藤野春　山坂　田斐藤藤坂藤

弘憲伴勝　連正満春剛　昭良　誠幹真伴良静　誠　豪幹　良只昭毒政初憲政
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